
（株）北斗測量設計社

五十島 亨
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◆ 株式会社北斗測量設計社

福島県会津若松市八角町11-6

◆ 東北でUAVを使用した写真測量による

公共測量第１号 (H27年度)

◆準則第17号による届出

◆ UAV写真測量で郡山国道事務所長表彰
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◆ 現在まで約15年、地上測量に従事し、国道事務所・福島県・市町村の業務に

おいて主任/担当技術者を務める

◆ 平成27年(UAV導入)より主に写真測量の業務及び研究開発に取り組む



内部標定

（写真座標系の設定）

共役点抽出

（同一点の高精度抽出）

相互標定

（相対座標系への統合）

調整計算（絶対標定）

（絶対座標系への連結）

調整計算(ブロック調整)

（絶対座標系への一括連結）

対応点抽出

（同一点の網羅的抽出）

標高変換

（対応点の絶対座標への変換）

異常値除去

（別手法による標高評価）

応用

（用途に応じた加工）

写真点群作成の概念図

立体撮影

（重複した写真の撮影）
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◆ 長所

◆ 自動処理

◆ 高密度の点群

◆ 色付きの点群

◆ 写真地図作成

◆ 単写真図化が可能

◆ 短所

◆ 精度管理が難しい

◆ 精度が外部環境に依存

◆ 表層の点群である

◆ 正確な標高編集が不可能

◆ 地形標高への変換が困難

◆ 公共測量マニュアルによれば
◆ 多数の写真が必要

◆ 多数の標定点が必要

◆ 多数の検証点が必要
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◆ 適切なカメラの選定
◆ 単焦点レンズ
◆ 歪みは少なく系統的なもの
◆ 高機能に注意する

◆ 不適切現場への不適用
◆ 濃淡の無い現場
◆ 隙間が多い地物がある場所

◆ 落葉した落葉樹など

◆ 揺れている地物がある場所
◆ 水面
◆ 変化が激しい地形・地物

◆ 適切な標定点配置
◆ 公共測量マニュアルのよう
な理想的な現場はない。

◆ 適切な特徴点の設置
◆ （検証点とは異なる）

◆ 現場に応じた撮影
◆ 過剰なオーバラップは高さ
の精度を低下させる。

◆ サイドラップは隠蔽部を少
なくすることにも留意する。

◆ 小さい地上画素寸法が、
精度を悪化させることもあ
る。
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➢ 水平位置精度は地上画素寸法のみ

➢ 標高精度は地上画素寸法+BH比に依存する

(B=基線長 H=対地高度)

B/Hが大きいほど(写真重複率が低い)
標高精度は高い


